
医薬品供給および後発医薬品に
関するお知らせ
当院では、厚生労働省の推進する「後発医薬品の使用促進」に積極的に取り
組むとともに、昨今の医薬品供給不安定な状況に対応するため、以下の体制
を整えております。

1. 後発医薬品の積極的な採用
薬剤費の自己負担軽減および医療保険財政の健全化のため、
後発医薬品を優先的に採用しています。

2. 供給不足時の柔軟な対応
代替品の検討: 同一成分の別メーカー品や、同等の中身を持
つ類似薬（剤形変更等）への変更。
地域連携: 近隣の薬局などと在庫情報を共有し、不足薬の相
互融通（分譲）を実施。

3. 処方変更のご案内と説明
変更の理由、効果、安全性について薬剤師より丁寧に説明
いたします。

4. 医師との連携体制
速やかに処方医に報告を行い、情報の共有を徹底しており
ます。

５．一般名処方への取り組み
適切に患者様に医薬品を供給するために、処方箋には、医
薬品の銘柄名ではなく、一般名（成分名）を記載する取り
組みを行っております。

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 神立病院令和８年５月
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